
『国連研究』第 16号 原稿募集 

編集委員会 

日本国際連合学会会員のみなさま 

『国連研究』第16号（2015年6月刊行予定）の原稿を下記の要領で募集いたします。ふるってご応募くださ

い。 

 

I. 募集原稿の種類 

１） 特集テーマ『ジェンダーと国連』 

国連におけるジェンダー分野の取り組みは、2010 年 7 月の総会決議によって設立が決定し、2011 年

1 月から活動を開始した UN Women という機関が現在中心的な役割を担っています。UN Women は、こ

れまであったジェンダー関係の 4 つの組織を統合して設立され、ジェンダー平等や女性のエンパワーメ

ントのために、加盟国へのサポートや国連システム全体のモニタリングをおこなっています。このほか

に国際社会における規範的枠組みとして、1979 年に国連総会で採択された女性差別撤廃条約や、「ジェ

ンダー主流化」の考え方を提唱した 1995 年の北京宣言および行動綱領、2000 年の国連ミレニアム宣

言やミレニアム開発目標（MDGs）といった文書に見られるように、人権や開発の分野からもジェンダ

ー平等と女性のエンパワーメントという視点が重視されています。さらに、女性と平和・安全保障を初

めて関連づけた安保理決議 1325（2000 年）や、紛争下の性的暴力を平和と安全の問題として認識した

安保理決議 1820（2008 年）などに見られるように、国際の平和と安全の維持の観点からも、ジェンダ

ーの問題が検討されるようになってきました。とりわけ現在は、安保理議長声明を受けて女性・平和・

安全保障に関する「行動計画」の策定が加盟国に求められており、日本も市民社会との意見交換を進め

ながら策定中ですが、すでに 40 カ国以上の諸国が行動計画を策定しています。 

国際社会におけるこうしたジェンダー分野の取り組みの進展を受けて、第 16 号では「ジェンダーと

国連」を特集テーマとして論稿を募集します。たとえば UN Women など国際機関自身の活動を分析した

ものや、人権、開発、平和・安全保障、その他の分野とジェンダー分野との関係性や、実践的な取り組

みを考察したもの、また国連加盟国が策定した上記「行動計画」の比較研究や、法学・政治学・経済学・

社会学などの理論的な側面から、国連および加盟国によるジェンダー分野に関連した各種取り組みを研

究した論稿など、さまざまな立場から多様な観点で分析・考察しうるテーマです。理論と実践の両面に

わたる学際的な研究が『国連研究』の特長ですので、多くの専門領域から積極的な投稿がなされること

を期待します。 

２） 実務家等の視点に基づく政策レビュー 

『国連研究』では、実務家の方々による現場の目を通した論考も掲載しています。国連における、また

国連に対する政策レビューや提言などをお寄せください。 

３）独立論文 

特集テーマとかかわらない書き下ろしの論考は「独立論文」として投稿を受け付けています。 

４）書評論文 

国連研究ならびに広く国際関係研究に貢献をしたと評価できる関連する複数の編著書（和文・欧文）を

紹介・批評し、議論を展開する論考です。 

５）書評 

一冊の編著書（和文・欧文）が国連研究ならびに広く国際関係研究にどのような貢献をしたかについて

紹介・批評するものです。原則として過去2年以内に出版された学術書を対象とします。 



 

II. 応募方法と締め切り 

１）から４）の論文タイトルおよび論文趣旨（800字程度）を、2014年8月10日（日）までに下記宛でお送り

ください。また、５）の書評執筆申し込みまたは書評対象書候補の推薦については、2014年7月31日(木)

までにお願いします。それぞれ、電子版でご提出ください。 

なお、投稿希望メール送信後、数日中に受領メールをお送りします。受領メールが届かない際は、お手

数ですが、名簿をご参照のうえ、お電話にてお問い合わせください。 

〒802-8577北九州市小倉南区北方４－２－１ 

北九州市立大学外国語学部 大平剛（『国連研究』編集主任）

E-mail：ohira-t @ kitakyu-u.ac.jp 

（情報保護のため，スペースを入れてあります。お手数ですが，詰めて，ご利用ください。） 

 

III. 採否 

１）から４）に関してお送りいただいた論文タイトルと論文趣旨ならびに５）の書評に関する執筆申し込みと

書評対象書の推薦を検討し、まず「執筆」の可否を決定してご連絡いたします。 

「執筆可」の場合には、原稿をご執筆いただき、11月23日（日）までに完成原稿をご提出ください。提出

原稿は、編集委員会が依頼する査読を経たのち、修正が必要な場合には修正をお願いした上で、最終

的な「掲載の可否」を決定いたします。 

 

IV. 応募ならびに完成原稿の提出締め切り日程 

・書評の執筆申し込みと対象文献の推薦 2014年 7月 31 日（木） 

・論文（特集論文、独立論文、政策レビュー、書評論文）応募（タイトルおよび趣旨） 2014年 8月 10日

（日） 

・完成原稿（特集論文、政策レビュー、独立論文、書評論文、書評） 2014年 11月 23日(日） 

・『国連研究』第 16 号発刊予定 2015年 6月 

 

V. 執筆要領・編集要領について 

2011年に、執筆要領ならびに編集要領が改訂されました。ホームページに掲載されていますのでご覧くださ

い。 

 


